
冬
の
暮
ら
し
を
提
案

東
海
大
環
境
保
全
演
習

　

東
海
大
学
教
養
学
部
の
学
生
18
人

が
北
海
道
の
暮
ら
し
や
環
境
保
全
な

ど
を
考
え
よ
う
と
５
日
間
、
雨
煙
別

小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ

ス
を
拠
点
に
し
て「
環
境
保
全
演
習
」

を
行
い
ま
し
た
。
公
益
財
団
法
人
コ

カ
・
コ
ー
ラ
教
育
・
環
境
財
団
の
寄

附
講
座
と
し
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
を

機
会
に
今
年
で
10
回
目
。
学
生
た
ち

は
冬
の
遊
び
を
体
験
し
た
り
、
企
業

調
査
な
ど
を
行
っ
た
り
し
て
栗
山
の

魅
力
を
学
習
し
た
後
に
「
関
東
の
大

学
生
に
提
案
す
る
栗
山
町
一
日
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
テ
ー
マ
に
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
ア
イ
デ
ア

を
共
有
し
ま
し
た
。

町
の
PR
動
画
が
完
成

動
画
制
作
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
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町
の
PR
動
画
制
作
に
町
民
が
取
り

組
む
「
自
分
で
栗
山
町
の
PR
動
画
を

つ
く
ろ
う
W
O
R
K
S
H
O
P
」
で
、

こ
の
た
び
町
の
PR
動
画
が
完
成
し
、

役
場
で
完
成
試
写
会
及
び
修
了
証
書

交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事

業
は
、
く
り
や
ま
若
者
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

基
づ
く
「
ク
リ
エ
イ
タ
ー
活
躍
促
進

事
業
」
の
一
環
で
、
町
内
外
の
15
歳

か
ら
29
歳
ま
で
4
組
15
人
が
参
加
。

講
師
に
招
い
た
株
式
会
社
電
通
北
海

道
の
社
員
の
実
践
的
な
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
参
加
者
は
昨
年
10
月
か
ら

３
回
に
わ
た
り
企
画
か
ら
撮
影
・
編

集
ま
で
チ
ー
ム
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決

災
害
発
生
時
に
情
報
発
信
を

栗
山
警
察
署
と
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
同
好
会
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栗
山
警
察
署
（
馬
渕
巌
署
長
）
と

南
空
知
地
区
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
同
好

会
（
澤
野
利
一
会
長
）
が
「
災
害
発

生
時
に
お
け
る
情
報
発
信
等
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の

協
定
は
、
地
震
、
風
水
害
そ
の
他
災

害
が
発
生
、
ま
た
は
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
に
、
栗
山
、
南
幌
、

長
沼
、
由
仁
各
町
の
被
災
状
況
お
よ

び
救
援
要
請
に
係
る
情
報
発
信
活
動

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
栗

山
警
察
署
で
行
わ
れ
た
締
結
式
で
、

馬
渕
署
長
が
「
相
互
の
連
絡
体
制
を

強
固
に
し
警
察
活
動
の
支
援
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

小
学
生
に
よ
る
室
内
サ
ッ
カ
ー

「
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
カ
ッ
プ
第
27
回
く

り
や
ま
フ
ッ
ト
サ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を

主
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｕ-

12

サ
ッ
カ
ー
リ
ー
ダ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
北
海

道
と
く
り
や
ま
FC
の
主
催
。
道
内
屈

指
の
規
模
を
誇
る
大
会
で
86
チ
ー
ム

が
参
加
。
地
元
か
ら
は
新
人
の
部

（
５
年
生
）
で
く
り
や
ま
FC
が
出
場

し
、
素
早
い
ド
リ
ブ
ル
や
パ
ス
で
相

手
陣
営
に
攻
め
込
み
得
点
を
重
ね
る

姿
に
、
応
援
に
駆
け
付
け
た
町
民
や

父
母
な
ど
か
ら
熱
い
声
援
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
町
内
の
若
手
農
業
者
が
中
心
と
な
っ

て
組
織
さ
れ
て
い
る
栗
山
町
４
Ｈ
ク
ラ

ブ
の
田
中
誠
司
さ
ん
が
Ｐ
Ｒ
動
画
を
公

開
し
ま
し
た
。
所
属
す
る
北
海
道
４
Ｈ

ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、

道
内
の
加
盟
ク
ラ
ブ
か
ら
動
画
を
募
集
。

本
町
を
は
じ
め
「
北
海
道
の
農
業
に
携

わ
る
人
々
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
動

画
と
な
っ
て
い
ま
す
。
田
中
さ
ん
は「
働

く
現
場
の
様
子
を
見
て
農
業
を
目
指
す

き
っ
か
け
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ

し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
動

画
は
次
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
動
画
ペ
ー
ジ

http://www.youtube.com/watch?v
=Xwczj2M

vYqw&feature=youtu.be  
全
道
各
地
か
ら
86
チ
ー
ム
が
集
う

フ
ッ
ト
サ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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農
業
を
目
指
す
き
っ
か
け
に

田
中
誠
司
さ
ん
が
動
画
作
成

　

平
成
29
年
度
栗
山
町
共
同
募
金
委

員
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
、
特
に
顕
著
な
募
金
協
力
を
さ

れ
た
町
内
４
企
業
・
団
体
に
同
委
員

会
の
松
原
由
典
会
長
か
ら
感
謝
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
平
成
29
年
度
栗
山
町
共
同
募
金
委

員
会
表
彰
受
賞
者

◇
栗
山
高
等
学
校

◇
ヘ
ン
ケ
ル
エ
イ
ブ
ル
ス
テ
ィ
ッ
ク

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
北
海
道
工
場

◇
岩
見
沢
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

栗
山
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

◇
社
会
福
祉
法
人
栗
山
ゆ
り
の
会
指

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
ハ

ロ
ー
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ

町
内
４
企
業・団
体
が
受
賞

共
同
募
金
委
員
会
表
彰
式
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栗山町 検索 栗山町 検索栗山町 検索 栗山町 検索

め
、
魅
力
的
な
30
秒
の
動
画
に
仕
上

げ
ま
し
た
。
視
聴
し
た
佐
々
木
学
副

町
長
は
「
農
業
や
国
蝶
オ
オ
ム
ラ
サ

キ
な
ど
が
出
演
す
る
こ
れ
ら
の
動
画

が
本
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
貴
重
な

素
材
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
参
加

者
全
員
に
修
了
証
書
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
完
成
し
た
動
画
は
次

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

①「
私
が
栗
山
町
を
選
ん
だ
理
由
」

https://youtu.be/tkiPIm
RV4Go

②「『
笑
顔
』が
溢
れ
る
ま
ち
栗
山
町
」

https://youtu.be/7lm
-S8tzTbQ

③
「
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
と
く
ら
す
ま
ち
栗
山
町
」

https://youtu.be/Z1sU1NnLVJk

④「
栗
山
幸
福
病
事
件
」

https://youtu.be/4M
CIrtgtph0
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北
海
道
社
会
貢
献
賞
を
受
賞

交
通
安
全
功
労
者

  2
 8

　

長
き
に
わ
た
り
交
通
安
全
指
導
員

と
し
て
従
事
さ
れ
て
い
る
石
田
武
さ

ん
と
西
山
紘
さ
ん
、
久
住
八
郎
さ
ん

が
北
海
道
社
会
貢
献
賞
（
交
通
安
全

功
労
者
）
を
受
賞
し
、
石
田
さ
ん
と

久
住
さ
ん
が
椿
原
紀
昭
町
長
へ
報
告

に
訪
れ
ま
し
た
。
３
人
は
こ
れ
ま
で

街
頭
指
導
や
啓
発
活
動
に
率
先
し
て

従
事
し
、
事
故
の
未
然
防
止
・
児
童

の
交
通
安
全
教
室
お
よ
び
指
導
に
努

め
ら
れ
ま
し
た
。
椿
原
町
長
か
ら
感

謝
の
言
葉
が
贈
ら
れ
る
と
、
訪
れ
た

２
人
は
「
こ
れ
か
ら
も
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
交
通
死
亡
事
故
防
止
に

向
け
て
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

①

②

③

④


